








やアンナ・レール（Anna Löhr 1848 ～？）による宮内庁式部寮雅楽課でのピアノ伝習、音楽取






Piano Teaching Methods in Preschool Teacher Education Programs
Preschool teacher education programs require piano lessons as part of their curriculum, but 
there are many students in these programs who have never learned to play or do not have enough 
experience. This current study explored possible methods of teaching the students basic piano 
skills in the short span of two years. In this report, the researcher looked at the textbook and 
scores of children’s songs to figure out the necessary skills and knowledge needed for students 
to effectively play children’s songs on the piano. As a result, the teaching goals for the two years 
may be determined. They found that encouraging students to consciously apply the textbook 









































































ハ長調  4/ 4拍子　c 1に1の指のポジション　音域右手c 1～ e 1 左
手a ～ c 1　左右交互の動き　反進行　付点2分音符
L2 –4 ほたる 左手はaに固定された伴奏　左右同時の打鍵
L2 –5 かげぼうし 2/ 4拍子　左右の並進行











L2 –9 もぐら Allegretto 3度の動きの学習
L2 –10 となりどうし Andante　スラーとスタッカート　手首の使い方（脱力）の学習
L3 –1 「ソ」まで行こう 音域c 1から上下のgまでの音
L3 –2 大きな時計
Lento　C= 4/4  左手gに1のポジション　fとgの2音同時打鍵　フェ
ルマータ











L3 –9 バグパイプ cとgの和音による伴奏形　右手に8分音符の動き
L3 –10 嘆き 臨時記号フラットとシャープ　リピート記号　D.C.　コーダの理解
L4–1 音の階段 ハ長調の音階　4オクターブにわたるcの位置　音域c ～ c






















L5–2 わらってないて 3連符  音域H ～ d 3　手の交差　長3和音と短3和音の表情の変化　
L6–1 かわいいオーガスチン







































































































































































































































































































年度 曲　名 必要とされる知識や技術 バイエル テキスト
H29 
こいのぼり
①ニ長調　3/ 4拍子　音域D ～ d 2　左右ともに重音で、
4声部の動きも現れる




















①ト長調　3/ 4拍子　音域D ～ d 2右手は2声の動き　左
手分散和























①ハ長調　4/ 4拍子　音域C ～ c 3　付点と複付点のリズ
ム　左右ともに動く音域が広い
②ハ長調　付点のリズム　半音階進行　オクターブの動き
音階
102
88
L17-2
L14-3
参照楽譜　①明日へ歌い継ぐ日本の子どもの歌9）
　　　　　②保育・教育の現場で使える！弾き歌いピアノ曲集10）
保育士試験課題曲
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保育者養成校におけるピアノ指導法の一考察
法でのポジション移動を意識づけることも重要なポイントであろう。更に、左右の手の独立し
た動き、特に幼児曲を演奏する場合に頻繁に用いられる伴奏形の習得も求められる。幼児曲に
は付点8分音符と16分音符からなる、いわゆる付点のリズムが大変に頻繁に使用されている。
このリズムはスキップのリズムとも言わるが、楽しげに元気よく弾む感じを表現するのに適し
たリズムであるといえよう。テキストでは、L10–5「オリンピア・マーチ」でこのリズムが現
れる。この曲は、このテキストの独奏曲での40曲目にあたるが、『バイエルピアノ教則本』で
は、このリズムは88番にならないと登場しない12）。音符やリズムへの理解ができ、ピアノを弾
くことに慣れてこないと正確にかつ生き生きと表現することが難しいリズムである。
　テキストと幼児曲を比較検討した結果、L10–5「オリンピア・マーチ」は、基本的な伴奏形
になっている事と、幼児曲に頻繁に使用されている付点のリズム、音階、手の幅を広げる動き
や指の交替によるポジション移動など、基本的な動きが入っていることから、このレベルまで
到達すると、ある程度の幼児曲を弾きこなすだけの力がついてくると言えよう。しかし、少し
難易度が上がると、L14–3あるいはL17程度までの学習が不可欠であることが見えてきた。ピ
アノ指導は、3才ごろから可能であり、一つ一つ教則本の課題をこなしていくことで確実な演
奏技術を身に付けさせることができる。短大では幼児期のようなゆっくりした進度で進むこと
は不可能であるため、しっかりと頭で理解し、実践できるようにしていくことが必要であろう。
テキストで扱われているピアノ演奏技術や読譜力を短期間に確実に習得させるためには、それ
ぞれの曲で課題となっている内容を具体的に学生に示すことが大切である。テキストで学習し
た内容と幼児曲の演奏に必要な知識・技術について具体的に関連性を持たせていくことで、楽
譜を「読む」ことと「弾く」ということの結びつきにイメージを持つことができるようになる
のではないだろうか。ピアノ演奏への理解が深まることにより、更に学習への意欲を喚起でき
ると考える。
　しかし、ここまで取り上げてきたことは、ピアノを演奏する上での導入部に過ぎない。本来
のピアノ演奏や、表現はここが出発点である。楽譜から音にしただけでは、音楽でも表現でも
ない。指や腕、身体の様々な使い方を習得すること、音色や音質など楽器の響きや音を聴く耳
を育てることとそれを実際に表現すること、曲のキャラクターをどう表現したいか想像力や発
想力を持ち、更にそれを表現するための演奏技術を身につけることなどが必要である。テキス
トには、マーチ、ワルツ、舟歌や子守歌の揺れるリズムなど様々なリズムの特徴を表現する曲
も多く含まれている。また、すべての曲に標題がついていることから、表現力の学習を技術の
学習と同時に行うことができる。楽譜から音にするということ、指をどのように運んだらよい
かをイメージしやすくし、応用力を身に付けさせることで譜読みに時間がかからなくなり、譜
読みの段階から次の表現力育成の段階に早く進むことができていくのではないだろうか。実際
の授業でもできるだけ具体的な説明と実践を心掛けている。ピアノ指導法の研究にあたっては、
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保育者養成校におけるピアノ指導法の一考察
学生のグループ分けや条件付きでの比較を実施していないため、明確な根拠を示すことはでき
ないが、具体的な関連付けや意識付けを行うことによって学生の理解と課題の習得状況も良く、
学習意欲も高まっているように感じている。譜読みに時間がかからなくなった効果として、そ
の先の表現に多くの時間を費やすことができるようになっている。
　実際に保育園に子供を通わせている保護者から、「ピアノの伴奏がすべてドミソの和音だけ
でただ演奏されているのを聞くと、心が痛む」という言葉を聞いたことがある。幼稚園教育要
領の第2章「表現」に「感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して，豊かな
感性や表現する力を養い，創造性を豊かにする。」「音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズ
ム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう。」とあるように、音楽を「表現する」ことが求め
られている13）。子供に対して保育者が魅力的なアプローチをすることができれば、より子供た
ちの表現力や創造性を引き出すことができるであろう。難しい曲を弾くことが大切なのではな
い。子供たちと向き合い、子供たちの様子を見ながらピアノを弾くという行為は、保育者自身
に余裕がなければできないことである。難しい楽譜を簡略化することも一つの方法であるが、
それも知識や技術がないとできないことである。本稿では、楽譜から読み解く技術的な側面の
研究となったが、音楽的な表現力を身に付けた魅力ある保育者を育成するために、今後もより
実践的なピアノ指導法の研究を進めていきたい。
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